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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自装置に固有の、コンピュータによって読み出し可能な表示装置識別データを格納して
いる、読み出し専用の表示装置識別データ格納部を備えている表示装置から、上記表示装
置識別データ格納部に格納されている上記表示装置識別データを読み出す表示装置識別デ
ータ読出手段と、
　上記表示装置識別データ読出手段が読み出した上記表示装置識別データに基づき、上記
表示装置識別データを有する上記表示装置に対して、コンテンツデータを配信すべきであ
るか否かを判定するコンテンツデータ配信判定手段と、
　上記コンテンツデータを配信すべきであると上記コンテンツデータ配信判定手段によっ
て判定された上記表示装置に、上記コンテンツデータを配信するコンテンツデータ配信手
段と、
　自装置に固有の、コンピュータによって読み出し可能な配信装置識別データを格納して
いる読み出し専用の配信装置識別データ格納部と、
　上記配信装置識別データ格納部から上記配信装置識別データを読み出す配信装置識別デ
ータ読出手段とを備えており、
　上記表示装置識別データ格納部は、上記表示装置の表示パネル内に直接的に作り込まれ
ており、
　上記コンテンツデータ配信判定手段は、上記表示装置識別データ読出手段が読み出した
上記表示装置識別データと、上記配信装置識別データ読出手段が読み出した上記配信装置
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識別データとが関連づけられているときに、上記表示装置識別データを有する表示装置に
対して上記コンテンツデータを配信すべきであると判定することを特徴とするコンテンツ
データ配信装置。
【請求項２】
　上記表示装置の表示装置識別データと、上記コンテンツデータ配信手段が過去に上記表
示装置に配信した配信済データとを関連づけて格納する配信済データ格納部と、
　上記配信済データ格納部から、上記表示装置識別データ読出手段が読み出した表示装置
識別データに関連づけられた、上記配信済データを読み出す配信済データ読出手段とをさ
らに備えており、
　上記コンテンツデータ配信手段は、上記配信済データ読出手段が読み出した上記配信済
データから判別した、使用者に適したコンテンツデータを選択して上記表示装置に配信す
ることを特徴とする請求項１に記載のコンテンツデータ配信装置。
【請求項３】
　自装置に固有の、コンピュータによって読み出し可能な表示装置識別データを格納して
いる、読み出し専用の表示装置識別データ格納部を備える表示装置と、
　請求項１または２に記載のコンテンツデータ配信装置とを含むことを特徴とするコンテ
ンツデータ配信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、個別認証を確実に行うことができる表示装置、このような表示装置を認証し
てコンテンツデータを選択的に配信するコンテンツデータ配信装置、およびこれらの表示
装置およびコンテンツデータ配信装置を含んでいるコンテンツデータ配信システムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　現代社会では、様々な個人情報や映像情報が電子化され、インターネット等の広範囲な
通信網によって、送受信可能となっている。したがって、このような情報の保守性を高め
、個々人が使用している情報端末を特定することが、セキュリティ確保の面から重要にな
ってくる。そこで、端末の使用者を確実に認証するシステムや、情報を選択的に配信した
り受信したりするシステムや、個々人に適したコンテンツを特定の端末に配信するシステ
ムが望まれている。
【０００３】
　このようなシステムに使用可能と考えられる技術が、特許文献１に開示されている。特
許文献１の開示の技術では、ディスプレイの表示を制御するパネルコントローラが、ディ
スプレイ側に搭載されたインターフェース回路から、ディスプレイのパラメータを読み取
る。このパネルコントローラは、再コンフィギュレーション可能なフィールドプログラマ
ブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）などで構成されている。パラメータは、ディスプレイの解
像度や色数など、ディスプレイの特性を表す情報である。
【０００４】
　特許文献１のパネルコントローラは、読み取ったパラメータに基づき、その動作特性を
修正する。これにより、表示パネルに適した表示がなされるよう、パネルコントローラの
動作が変化する。
【特許文献１】特開２００３－２４８４５１号公報（公開日：平成１５年（２００３年）
９月５日）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１の装置では、インターフェース回路を通じて認識できるパラメータ
は、それぞれのディスプレイに固有ではなく、一般的なものである。したがって、解像度
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や色数等の、ディスプレイの特性が同一であれば、パラメータも同一となる。これにより
、同一のパラメータを有するディスプレイが、複数、存在することになる。
【０００６】
　すなわち、このようなパラメータに基づいても、個々のディスプレイを確実に特定する
ことはできない。したがって、ディスプレイの利用者を特定したり、ディスプレイに情報
を選択的に配信したりすることもできない。
【０００７】
　なお、個々人が使用する端末を特定するために、ＩＰアドレスを用いる手法も考えられ
る。現在、ＩＰｖ４と呼ばれる、４バイトのＩＰアドレスが用いられている。しかし、イ
ンターネット利用者の爆発的な増加が原因となって、端末の使用者数に比べてＩＰアドレ
スが不足しているのが現状である。
【０００８】
　これにより、インターネットにアクセスするたびに、利用者には、プロバイダから異な
るＩＰアドレスが割り当てられてしまう。これにより、ＩＰアドレスを利用したとしても
、個々人の使用する端末を確実に特定するには至らない。
【０００９】
　本発明は上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、個別認証を確実に行
うことができる表示装置、このような表示装置を認証してコンテンツデータを選択的に配
信するコンテンツデータ配信装置、およびこれらの表示装置およびコンテンツデータ配信
装置を含んでいるコンテンツデータ配信システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の表示装置は、上記の課題を解決するために、自装置に固有の、コンピュータに
よって読み出し可能な表示装置識別データを格納している、読み出し専用の表示装置識別
データ格納部を備えていることを特徴としている。
【００１１】
　ここでいう表示装置識別データとは、表示装置に割り当てられた、固有の、すなわち世
界にただ一つの識別ＩＤである。すなわち、本発明において、同一の表示装置識別データ
を有する表示装置は世界に二台となく、一台のみとなる。
【００１２】
　また、表示装置識別データは、コンピュータによって読み取り可能である。したがって
、表示装置は、表示装置にアクセス可能なコンテンツデータ配信装置によって、表示装置
識別データに基づくことにより、個別に認証を受けることができる。また、認証を受けた
コンテンツデータ配信装置から、個別にコンテンツデータの配信を受けることができる。
【００１３】
　このように、上述した構成を取ることによって、本発明は、個別の認証、およびコンテ
ンツの選択的配信が確実に行われる表示装置を提供できる効果を奏する。
【００１４】
　また、本発明の表示装置では、上記表示装置識別データ格納部を表示パネル内に備えて
いることが好ましい。
【００１５】
　この構成を取ることにより、表示装置識別データ格納部は、表示パネル内の例えばガラ
ス基板に、例えば半導体製造技術を用いて作り込まれている。これにより、表示装置識別
データ格納部と表示パネルとが、一体化して表示装置に形成されていることになる。した
がって、表示装置識別データ格納部が表示パネルから独立した構成に比べて、部品点数を
より減少できる効果を奏する。また、チップ面積が縮小することにより、表示装置全体を
より小型化できる。さらに、表示装置を製造する際のコストを削減できる効果も奏する。
【００１６】
　本発明のコンテンツデータ配信装置は、上記の課題を解決するために、上述した表示装
置に備えられている上記表示装置識別データ格納部から、上記表示装置識別データを読み
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出す表示装置識別データ読出手段と、上記表示装置識別データ読出手段が読み出した上記
表示装置識別データに基づき、上記表示装置識別データを有する上記表示装置に対して、
コンテンツデータを配信すべきであるか否かを判定するコンテンツデータ配信判定手段と
、上記コンテンツデータを配信すべきであると上記コンテンツデータ配信判定手段によっ
て判定された上記表示装置に、上記コンテンツデータを配信するコンテンツデータ配信手
段とを備えていることを特徴としている。
【００１７】
　この構成により、コンピュータ読み取り可能な、固有の表示装置識別データが割り当て
られている表示装置から、コンテンツデータ配信装置の表示装置識別データ読出手段が、
表示装置識別データを読み出す。この表示装置識別データに基づき、コンテンツデータ配
信判定手段が、表示装置に対して、テキスト、画像、動画等のコンテンツを表すコンテン
ツデータを配信すべきであるか否かを判定する。
【００１８】
　したがって、コンテンツデータ配信判定手段が、表示装置に対してコンテンツデータを
配信すべきであると判断した場合、コンテンツデータ配信装置は、表示装置を認証するこ
とになる。そして、このとき、コンテンツデータ配信装置のコンテンツデータ配信手段が
、表示装置にコンテンツデータを配信する。
【００１９】
　このように、上述した構成をとることによって、本発明は、固有の表示装置識別データ
を有する表示装置を確実に認証し、コンテンツデータを選択的に配信できるコンテンツデ
ータ配信装置を提供できる効果を奏する。そのため、このコンテンツデータ配信装置から
、保守性、機密性の高いコンテンツデータの配信が行われる。
【００２０】
　また、本発明のコンテンツデータ配信装置では、自装置に固有の、コンピュータによっ
て読み出し可能な配信装置識別データを格納している読み出し専用の配信装置識別データ
格納部と、上記配信装置識別データ格納部から上記配信装置識別データを読み出す配信装
置識別データ読出手段とをさらに備えており、上記コンテンツデータ配信判定手段は、上
記表示装置識別データ読出手段が読み出した上記表示装置識別データと、上記配信装置識
別データ読出手段が読み出した上記配信装置識別データとに基づき、上記表示装置識別デ
ータを有する表示装置に対して上記コンテンツデータを配信すべきであるか否かを判定す
ることが好ましい。
【００２１】
　この構成を取ることにより、コンテンツデータ配信装置は、表示装置識別データおよび
配信装置識別データに基づいた、表示装置の個別認証、およびコンテンツデータの選択的
配信を行う。すなわち、コンテンツデータ配信装置は、表示装置に対して、１対１の個別
認証に基づいたコンテンツデータの配信を行うことができる。これにより、この構成のコ
ンテンツデータ配信装置は、保守性、機密性をさらに高めたコンテンツデータを表示装置
に配信することができる効果を奏する。
【００２２】
　また、本発明のコンテンツデータ配信装置では、上記表示装置の表示装置識別データと
、上記表示装置の使用者に関する個人データとを関連づけて格納している個人データ格納
部と、上記表示装置識別データ読出手段が読み出した表示装置識別データに基づき、上記
個人データを読み出す個人データ読出手段とをさらに備えており、上記コンテンツデータ
配信手段は、上記個人データ読出手段が読み出した上記個人データに基づき、上記利用者
に適したコンテンツデータを選択して上記表示装置に配信することが好ましい。
【００２３】
　この構成を取ることにより、コンテンツデータ配信装置から表示装置へ、表示装置の利
用者の個人データに基づいた、コンテンツデータの選択的配信が行われる。これにより、
利用者は自己の個人情報（年齢、性別、コンテンツの嗜好）に適したコンテンツの配信を
受けることができる。すなわち、利用者が求めるコンテンツデータを利用者に対して効果
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的に配信するコンテンツデータ配信装置を提供できる効果を奏する。
【００２４】
　また、本発明のコンテンツデータ配信装置では、上記表示装置の表示装置識別データと
、上記コンテンツデータ配信手段が過去に上記表示装置に配信した配信済データとを関連
づけて格納する配信済データ格納部と、上記表示装置識別データ読出手段が読み出した表
示装置識別データに基づき、上記配信済データ格納部から上記配信済データを読み出す配
信済データ読出手段とをさらに備えており、上記コンテンツデータ配信手段は、上記配信
済データ読出手段が読み出した上記配信済データに基づき、上記利用者に適したコンテン
ツデータを選択して上記表示装置に配信することが好ましい。
【００２５】
　この構成を取ることにより、コンテンツデータ配信装置から表示装置へ、過去に配信し
た配信済データに基づいた、利用者に適したコンテンツデータが配信される。これにより
、利用者は、過去に閲覧したコンテンツに関連するコンテンツデータの配信を受けること
ができる。すなわち、本発明は、利用者が求めるコンテンツデータを利用者に対して効果
的に配信するコンテンツデータ配信装置を提供できる効果を奏する。
【００２６】
　また、本発明のコンテンツデータ配信システムは、上述した表示装置およびコンテンツ
データ配信装置からなることを特徴としている。
【００２７】
　この構成を取ることにより、コンテンツデータ配信装置が表示装置の個別認証を行い、
表示装置に対してコンテンツデータを選択的に配信するコンテンツデータ配信システムを
提供できる効果を奏する。
【発明の効果】
【００２８】
　以上のように、本発明に係る表示装置では、固有の表示装置識別データを格納している
表示装置識別データ格納部を備えているため、この表示装置識別データを利用して確実に
認証され、コンテンツデータの選択的な配信を受けることができる効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　本発明の一実施形態について、図１～図７を参照して説明する。
【００３０】
　図１は、本発明の一実施形態に係る表示装置１の構成を示すブロック図である。この図
によると、表示装置１は、表示部２、ＩＤ格納部４（表示装置識別データ格納部）、表示
制御部６、通信部８、および無線アンテナ９を備えている構成である。
【００３１】
　表示部２は、ＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）素子等が形成され
ている、一般的な表示手段である。本実施形態では、この表示部２は液晶表示パネルであ
る。
【００３２】
　ＩＤ格納部４は、読み出し専用のデバイスであり、例えば、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌ
ｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａ
ｒｒａｙ）、ＰＬＤ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ）等からな
る。
【００３３】
　ＩＤ格納部４は、表示装置１（自装置）に固有の、コンピュータによって読み出し可能
なディスプレイＩＤ（表示装置識別データ）を格納している。ここでいう「固有の」とは
、世界に一つだけという意味である。したがって、各表示装置１には、世界にただ一つだ
けの固有のディスプレイＩＤが割り当てられる。
【００３４】
　表示制御部６は、表示部２におけるコンテンツ（テキスト、画像、動画等）の表示を制
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御する。すなわち、表示制御部６は、通信部８が受信したコンテンツデータを受け取り、
このコンテンツデータが表すコンテンツを表示部２に表示させる。
【００３５】
　通信部８は、無線によってデータを送受信する。具体的に説明すると、通信部８は、後
述するコンテンツデータ配信装置１０から送信されるコンテンツデータを受信する。また
、受け取ったコンテンツデータを、表示制御部６に出力する。さらに、コンテンツデータ
配信装置１０からのリクエストに応じて、ＩＤ格納部４からディスプレイＩＤを読み出し
、コンテンツデータ配信装置１０に送信する。
【００３６】
　無線アンテナ９は、無線信号を送受信するためのアンテナである。
【００３７】
　図１に示す表示装置１は、表示装置として最小限の構成要素を備えたものである。ここ
でいう最小限の構成とは、受信したコンテンツデータが表すコンテンツを表示するために
必要充分な構成を意味する。すなわち、表示装置１は単にコンテンツデータを受け取って
、データが表すコンテンツを表示するという、表示機能に特化した構成となっている。そ
の意味では、表示装置１は、表示するコンテンツを、他の装置から提供される必要がある
。
【００３８】
　本実施形態では、この提供する役割を、図２に示すコンテンツデータ配信装置１０が果
たしている。すなわち、表示装置１とコンテンツデータ配信装置１０とは、コンテンツデ
ータを選択的に配信して表示するコンテンツ配信システム５０を構成する。
【００３９】
　コンテンツ配信システム５０では、表示装置１とコンテンツデータ配信装置１０とは、
クライアント・サーバ型システムを構成する。すなわち、表示装置１は、図示しない入力
手段によって、利用者の操作を受け付ける。そして、利用者の指示をコンテンツデータ配
信装置１０に伝え、コンテンツデータ配信装置１０がその指示に応じた処理を行い、結果
を表示装置１に返すようになっている。これにより、表示装置１は、複雑な画像処理等を
行う回路やプロセッサを有することなく、コンテンツを表示できる。
【００４０】
　以下に、コンテンツ配信システム５０について、図２を参照して説明する。
【００４１】
　図２は、表示装置１およびコンテンツデータ配信装置１０からなるコンテンツ配信シス
テム５０の構成を示すブロック図である。この図によると、コンテンツ配信システム５０
は、表示装置１およびコンテンツデータ配信装置１０を含んでいる構成である。ここで、
コンテンツデータ配信装置１０は、図２に示すように、許可ＩＤデータベース１２、通信
部１４（コンテンツデータ配信手段、表示装置識別データ読出手段）、ＩＤ判定部１６（
コンテンツデータ配信判定手段、配信装置識別データ読出手段）、ＩＤ格納部１８（配信
装置識別データ格納部）、および無線アンテナ１９を備えている構成である。
【００４２】
　許可ＩＤデータベース１２は、コンテンツデータを配信する対象となる表示装置１に割
り当てられたディスプレイＩＤを格納している、データベースである。この許可ＩＤデー
タベース１２を参照することによって、後述するＩＤ判定部１６は、表示装置１の認証を
行う。
【００４３】
　通信部１４は、無線によってデータを送受信する。具体的に説明すると、通信部１４は
、表示装置１に、コンテンツデータを送信する。また、表示装置１に対して、表示装置１
が有するディスプレイＩＤ（表示装置１のＩＤ格納部４に格納されているディスプレイＩ
Ｄ）の送信をリクエストする制御信号を送信する。さらに、表示装置１が送信してきたデ
ィスプレイＩＤを受信する。この一連の処理により、通信部１４は、表示装置１のＩＤ格
納部４から、ディスプレイＩＤを読み出す。なお、通信部１４は、受信したディスプレイ
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ＩＤを、ＩＤ判定部１６に出力する。
【００４４】
　ＩＤ判定部１６は、通信部１４が受信した、表示装置１のディスプレイＩＤが、許可Ｉ
Ｄデータベース１２に格納されているか否かを判定する。このとき、ＩＤ判定部１６は、
上述した許可ＩＤデータベース１２に基づき判定を下す。すなわち、ディスプレイＩＤが
許可ＩＤデータベース１２に格納されている場合、ＩＤ判定部１６は、表示装置１へのコ
ンテンツデータの送信を許可することを、通信部１４に通知する。一方、ディスプレイＩ
Ｄが許可ＩＤデータベース１２に格納されていないと判定した場合、表示装置１へのコン
テンツデータの送信を許可しないことを、通信部１４に通知する。
【００４５】
　ＩＤ格納部１８は、ＩＤ格納部４と同様に読み出し専用のデバイスである。このＩＤ格
納部１８は、コンテンツデータ配信装置１０（配信装置側）に固有の、コンピュータによ
って読み出し可能な配信装置ＩＤ（配信装置識別データ）を格納している。ここでいう「
固有の」とは、世界に一つだけという意味である。したがって、各コンテンツデータ配信
装置１０には、それぞれ、世界にただ一つだけの固有の配信装置ＩＤが割り当てられる。
【００４６】
　これらのディスプレイＩＤおよび配信装置ＩＤを用いることによって、コンテンツデー
タ配信装置１０と表示装置１との間において、一対一（ピアツーピア）のコンテンツデー
タ配信が保証される。
【００４７】
　無線アンテナ１９は、無線アンテナ９と同様に、無線信号を送受信するためのアンテナ
である。
【００４８】
　コンテンツ配信システム５０では、コンテンツデータ配信装置１０が、表示装置１を認
証し、かつ、表示装置１へコンテンツデータを選択的に配信する。そこで以下に、この処
理の流れを説明する。
【００４９】
　まず、表示装置１を所持している利用者が、コンテンツデータ配信装置１０との間で通
信可能な範囲内に入る。すると、コンテンツデータ配信装置１０の通信部１４が、無線ア
ンテナ１９を介して、表示装置１に、ディスプレイＩＤの送信をリクエストする信号を送
信する。このリクエスト信号は、表示装置１の通信部８が受信する。リクエスト信号の受
信後、通信部８は、ＩＤ格納部４にアクセスして、ディスプレイＩＤを読み出す。そして
通信部８は、無線アンテナ９を通じて、読み出したディスプレイＩＤをコンテンツデータ
配信装置１０に送信する。
【００５０】
　通信部８から送信されたディスプレイＩＤは、コンテンツデータ配信装置１０の通信部
１４が受信する。受信したディスプレイＩＤを、通信部１４は、ＩＤ判定部１６に出力す
る。ＩＤ判定部１６は、ディスプレイＩＤを受け取ると、許可ＩＤデータベース１２にア
クセスして、表示装置１から送信されたディスプレイＩＤが、許可ＩＤデータベース１２
内に格納されているか否かを判定する。
【００５１】
　ここで、ディスプレイＩＤが許可ＩＤデータベース１２内に格納されていると判定した
場合、ＩＤ判定部１６は、通信部１４に、コンテンツデータ配信許可信号を出力する。こ
の信号を受信すると、通信部１４は、表示装置１に対するコンテンツデータの配信を開始
する。
【００５２】
　表示装置１では、通信部８が、配信されたコンテンツデータを受信する。通信部８は、
受信したコンテンツデータを、表示制御部６に出力する。表示制御部６は、受け取ったコ
ンテンツデータに基づき、このコンテンツデータが表す、テキスト、画像、および映像等
のコンテンツを、表示部２に表示させる。
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【００５３】
　以上の処理によって、コンテンツ配信システム５０では、コンテンツデータ配信装置１
０の許可ＩＤデータベース１２に登録（格納）されているディスプレイＩＤを有する表示
装置１は、このディスプレイＩＤに基づき、コンテンツデータ配信装置１０によって個別
に認証される。そして、認証を受けた表示装置１に対して、コンテンツデータ配信装置１
０から、コンテンツデータが選択的に配信される。これにより、コンテンツデータ配信装
置１０によって認証される表示装置１には、コンテンツが表示される。
【００５４】
　一方、表示装置１が、コンテンツデータ配信装置１０の許可ＩＤデータベース１２に登
録（格納）されていないディスプレイＩＤを有する場合、コンテンツデータ配信装置１０
によって認証されない。したがって、このような表示装置１には、コンテンツデータ配信
装置１０からコンテンツデータが配信されることがない。これにより、コンテンツデータ
配信装置１０によって認証されない表示装置１では、コンテンツの表示が行われない。
【００５５】
　このように、コンテンツ配信システム５０では、コンテンツデータ配信装置１０によっ
て認証された表示装置１にのみ、コンテンツデータが配信される。すなわち、コンテンツ
データ配信装置１０からコンテンツデータを受け取る資格のない表示装置１には、コンテ
ンツデータが配信されない。これにより、配信されるコンテンツデータの保守性を高める
ことができる。
【００５６】
　なお、コンテンツデータ配信装置１０では、ＩＤ格納部１８に格納されている配信装置
ＩＤを利用して、表示装置１とコンテンツデータ配信装置１０との間における１対１の認
証を行ってもよい。この場合、コンテンツデータ配信装置１０のＩＤ判定部１６は、ＩＤ
格納部１８から配信装置ＩＤを読み出す。そして、表示装置１から送られてきたディスプ
レイＩＤと、ＩＤ格納部１８から読み出した配信装置ＩＤとに基づき、コンテンツデータ
配信装置１０が、表示装置１にコンテンツデータを配信することが妥当であるか否かを判
定する。
【００５７】
　その際、ＩＤ判定部１６は、図示しない他のＩＤ認証データベースにおいて、ディスプ
レイＩＤと配信装置ＩＤとが関連づけられていることに基づき、表示装置１にコンテンツ
データを配信することが妥当であると判定して、通信部１４に、コンテンツデータ配信許
可信号を出力すればよい。
【００５８】
　この場合、固有の表示装置１と固有のコンテンツデータ配信装置１０との間で１対１の
認証が行われる。したがって、配信装置ＩＤが割り当てられているコンテンツデータ配信
装置１０は、保守性、機密性をさらに高めたコンテンツデータを、表示装置１に配信する
ことができる。
【００５９】
　コンテンツ配信システム５０を構成する表示装置１は、図１に示す構成に限定されず、
ハードウェア構成によりいっそうの工夫を施したものとしてもよい。その第１の例につい
て、図３を参照して説明する。
【００６０】
　図３は、ＩＤ格納部４が表示制御部６と一体化されている表示装置１の構成を示すブロ
ック図である。この図に示す表示装置１では、ＩＤ格納部４が、表示制御部６とが一体化
された構成となっている。ここで、ＩＤ格納部４と一体化された表示制御部６は、上述し
たＦＰＧＡやＰＬＤ等の、読み出し専用、換言すれば書き込み不可能なデバイスとして表
示装置１に形成されている。
【００６１】
　この構成では、ＩＤ格納部４が表示装置１と一体化されている。したがって、ＩＤ格納
部４が表示制御部６から独立した構成に比べて、部品点数が減少する。また、チップ面積
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が縮小するため、表示装置１全体をより小型化できる。さらに、表示装置１を製造する際
のコストを削減できる。
【００６２】
　なお、図３に示す構成の表示装置１をコンテンツ配信システム５０において用いても、
上述したディスプレイＩＤを用いた利用者認証（表示装置１の個別認証）およびコンテン
ツデータの選択的配信を実現できることはいうまでもない。
【００６３】
　表示装置１のハードウェア構成により一層の工夫を施した第２の例について、図４を参
照して説明する。
【００６４】
　図４は、ＩＤ格納部４が表示部２に形成されている表示装置１の構成を示すブロック図
である。図４に示す表示装置１では、ＩＤ格納部４が、表示部２と一体化された形で形成
されている。すなわち、ＩＤ格納部４は表示部２内に含有されている。ここで、ＩＤ格納
部４は、表示部２の構成部品のいずれかに、何らかの形で形成されていればよい。例えば
、ＩＤ格納部４は、表示部２のガラス基板上に、連続結晶粒シリコン（ＣＧシリコン、Ｃ
ＧＳ）を用いた半導体技術によって、直接的に作り込まれればよい。また、このような直
接的な作り込みは、ＬＰＳ（Ｌｏｗ　Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ　Ｐｏｌｙ　Ｓｉｌｉｃｏ
ｎ　ＴＦＴ、低温ポリシリコンＴＦＴ）を用いても実現できる。
【００６５】
　いずれにせよ、このような構成では、表示部２内にＩＤ格納部４が直接的に作り込まれ
ている。したがって、ＩＤ格納部４が表示部２から独立している構成や、ＩＤ格納部４が
表示制御部６と一体化されている構成に比べて、さらに部品点数を削減することができる
。また、チップ面積もさらに縮小できる。さらに、表示装置１全体をよりいっそう小型化
することができ、表示装置１を製造する際のコスト削減の効果もよりいっそう大きくなる
。
【００６６】
　なお、図４に示す構成の表示装置１をコンテンツ配信システム５０において用いても、
上述したディスプレイＩＤを用いた利用者認証（表示装置１の個別認証）およびコンテン
ツデータの選択的配信を実現できることはいうまでもない。
【００６７】
　表示装置１およびコンテンツデータ配信装置１０を含むコンテンツデータ配信システム
は、図２に示す１対１の構成のコンテンツ配信システム５０に限らない。例えば、コンテ
ンツデータ配信システムを、１対多、あるいは多対多の構成としてもよい。そこで、１台
の表示装置１に対して、複数台のコンテンツデータ配信装置１０がコンテンツデータを配
信する構成のコンテンツ配信システム５２について、図５を参照して説明する。
【００６８】
　図５は、複数のコンテンツデータ配信装置１０がＩＤ認証サーバ２０を用いてディスプ
レイＩＤの認証を行うコンテンツ配信システム５２の構成を示すブロック図である。この
図によると、コンテンツ配信システム５２は、１台の表示装置１と、３台のコンテンツデ
ータ配信装置１０と、１台のＩＤ認証サーバ２０とを含む構成である。表示装置１は、上
述した図１、図３、または図４に示すいずれかの構成を取っている。コンテンツデータ配
信装置１０は、図２に示す構成とは異なり、ディスプレイＩＤの認証を行うために必要な
ＩＤ判定部１６および許可ＩＤデータベース１２を備えていない構成となっている。すな
わち、ディスプレイＩＤの認証は、各コンテンツデータ配信装置１０において行われない
ようになっている。
【００６９】
　コンテンツ配信システム５２では、コンテンツデータ配信装置１０の代わりに、ＩＤ認
証サーバ２０がディスプレイＩＤの認証を行う。このＩＤ認証サーバ２０は、図５に示す
ように、許可ＩＤデータベース２２、通信部２４、ＩＤ判定部２６、および無線アンテナ
２９を備えている構成となっている。
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【００７０】
　許可ＩＤデータベース２２、ＩＤ判定部２６、および無線アンテナ２９は、それぞれ上
述した許可ＩＤデータベース１２、ＩＤ判定部１６、および無線アンテナ１９と同様に機
能するものであり、その説明を省略する。通信部２４は、コンテンツデータ配信装置１０
から送られてきた表示装置１のディスプレイＩＤを受信する。また、コンテンツデータ配
信許可信号を、コンテンツデータ配信装置１０に送信する。
【００７１】
　コンテンツ配信システム５２における表示装置１の認証処理の流れについて、以下に説
明する。
【００７２】
　コンテンツデータ配信装置１０が、表示装置１に対してディスプレイＩＤを要求するリ
クエスト信号を送信し、表示装置１から送信されてきたディスプレイＩＤを受信する所ま
では、図２に示すコンテンツ配信システム５０と、処理の流れが同一である。
【００７３】
　このあと、コンテンツデータ配信装置１０の通信部１４は、受信したディスプレイＩＤ
を、ＩＤ認証サーバ２０に送信する。ＩＤ認証サーバ２０では、通信部１４から送信され
てきたディスプレイＩＤを、通信部２４が受信する。ディスプレイＩＤを受信すると、通
信部２４は、これをＩＤ判定部２６に出力する。ＩＤ判定部２６は、ディスプレイＩＤの
入力を受け付けると、許可ＩＤデータベース２２にアクセスして、通信部１４から送信さ
れたディスプレイＩＤ、すなわち表示装置１から送信されたディスプレイＩＤが、許可Ｉ
Ｄデータベース２２内に格納されているか否かを判定する。
【００７４】
　ここで、ディスプレイＩＤが許可ＩＤデータベース２２内に格納されていると判定した
場合、ＩＤ判定部２６は、通信部２４に、コンテンツデータ配信許可信号を出力する。受
け取ったコンテンツデータ配信許可信号を、通信部２４は、コンテンツデータ配信装置１
０に送信する。
【００７５】
　コンテンツデータ配信装置１０では、通信部１４が、コンテンツデータ配信許可信号を
受信する。すると、通信部１４は表示装置１に対するコンテンツデータの配信を開始する
。このあと、上述した図２に示すコンテンツ配信システム５０と同様に、表示装置１の表
示部２において配信されたコンテンツが表示される。
【００７６】
　以上の処理によって、コンテンツ配信システム５２では、ＩＤ認証サーバ２０の許可Ｉ
Ｄデータベース２２に登録（格納）されているディスプレイＩＤを有する表示装置１は、
このディスプレイＩＤに基づき、ＩＤ認証サーバ２０によって個別に認証される。そして
、認証を受けた表示装置１に対して、コンテンツデータ配信装置１０から、コンテンツデ
ータが選択的に配信される。これにより、ＩＤ認証サーバ２０によって認証される表示装
置１には、コンテンツが表示される。
【００７７】
　一方、表示装置１が、ＩＤ認証サーバ２０の許可ＩＤデータベース２２に登録（格納）
されていないディスプレイＩＤを有する場合、ＩＤ認証サーバ２０によって認証されない
。したがって、このような表示装置１には、コンテンツデータ配信装置１０からコンテン
ツデータが配信されることがない。これにより、ＩＤ認証サーバ２０によって認証されな
い表示装置１では、コンテンツの表示が行われない。
【００７８】
　このように、コンテンツ配信システム５２では、ＩＤ認証サーバ２０によって認証され
た表示装置１にのみ、コンテンツデータが配信される。すなわち、コンテンツデータ配信
装置１０からコンテンツデータを受け取る資格のない表示装置１には、コンテンツデータ
が配信されない。これにより、配信される情報の保守性を高めることができる。
【００７９】
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　また、このコンテンツ配信システム５２では、３台ある各コンテンツデータ配信装置１
０は、独自の許可ＩＤデータベース１２を備えなくてもよい。これにより、各コンテンツ
データ配信装置１０を、より部品点数の少ないハードウェア構成とすることができる。し
たがって、多数のコンテンツデータ配信装置１０を用意した場合に、コストダウンの効果
をより大きくできる。さらに、許可ディスプレイＩＤをＩＤ認証サーバ２０において一括
して管理でき、許可すべきディスプレイＩＤのリストをより素早く確実に更新できる。
【００８０】
　本発明のシステムは、許可したディスプレイＩＤを有する表示装置１を所持する利用者
の個人データに基づき、表示装置１を所持する利用者の趣味や嗜好に合わせた、最適なコ
ンテンツデータを配信する構成としてもよい。そこで、このような構成のコンテンツ配信
システム５４について、図６を参照して説明する。
【００８１】
　図６は、ディスプレイＩＤと個人データとを関連づけて格納している許可ＩＤデータベ
ース３２を用いてコンテンツデータを選択的に配信するコンテンツ配信システム５４の構
成を示すブロック図である。この図に示すコンテンツ配信システム５４を構成するコンテ
ンツデータ配信装置１０は、許可ＩＤデータベース１２の代わりに、コンテンツデータベ
ース３０、および許可ＩＤデータベース３２を備えている。
【００８２】
　コンテンツデータベース３０は、表示装置１に配信するコンテンツデータが格納されて
いるデータベースである。
【００８３】
　許可ＩＤデータベース３２は、コンテンツデータの配信を許可する表示装置１のディス
プレイＩＤと、このディスプレイＩＤを有する表示装置１の利用者の個人情報とを関連づ
けて格納するデータベースである。許可ＩＤデータベース３２には、図６に示すように、
ｎ個のディスプレイＩＤ１～ディスプレイＩＤｎと、これらのディスプレイＩＤにそれぞ
れ関連づけられている、ｎ個の個人データｄ１～ｄｎが格納されている。
【００８４】
　ここでいう「個人情報」とは、利用者の性別、職業、年齢、コンテンツの好みなど、個
々の利用者に固有の情報である。これらの情報は、表示装置１に対してコンテンツデータ
の配信を希望する利用者が、利用者登録等によって事前にコンテンツデータ配信装置１０
において登録する。
【００８５】
　このような構成のコンテンツ配信システム５４では、利用者に個人情報に基づいた、利
用者に適したコンテンツを表すコンテンツデータが、表示装置１に配信される。そこで、
コンテンツ配信システム５４における、個人データに基づいたコンテンツデータの選択的
配信について、以下に説明する。
【００８６】
　コンテンツデータ配信装置１０が、表示装置１に対してディスプレイＩＤを要求するリ
クエスト信号を送信し、表示装置１から送信されてきたディスプレイＩＤを受信するプロ
セスまでは、図２に示すコンテンツ配信システム５０と、処理の流れが同一である。
【００８７】
　このあと、コンテンツデータ配信装置１０の通信部１４は、受信したディスプレイＩＤ
を、ＩＤ判定部１６に出力する。ＩＤ判定部１６は、受け取ったディスプレイＩＤが、許
可ＩＤデータベース３２に登録（格納）されているか否かを判定する。ディスプレイＩＤ
が許可ＩＤデータベース３２に格納されていると判定した場合、ＩＤ判定部１６は、コン
テンツデータ配信許可信号を通信部１４に出力すると共に、許可ＩＤデータベース３２に
アクセスして、許可したディスプレイＩＤに関連づけられている個人情報を読み出し、通
信部１４に出力する。
【００８８】
　通信部１４は、受け取った個人データに基づき、コンテンツデータベース３０から、デ
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ィスプレイＩＤを有する表示装置１に配信すべきコンテンツデータを選択して読み出す。
例えば、許可したディスプレイＩＤの表示装置１を所持する利用者が、映画好きであると
の情報を、このディスプレイＩＤに関連づけられている個人データから判別した場合、コ
ンテンツデータベース３０から映画コンテンツに関するコンテンツデータを読み出し、表
示装置１に送信する。
【００８９】
　これにより、映画好きの利用者の表示装置１には、特に利用者が指定しなくても、映画
コンテンツが配信され、表示される。
【００９０】
　このように、コンテンツ配信システム５４では、利用者の好みに応じたコンテンツデー
タを、表示装置１へと選択的に配信できる
　また、コンテンツ配信システム５４では、利用者は表示装置１を持ち歩き、各所に設置
されているコンテンツデータ配信装置１０から、コンテンツデータの配信を受けることに
なる。すなわち、コンテンツ配信システム５０では、利用者と表示装置１とが一対一の関
係を保つ一方で、利用者とコンテンツデータ配信装置１０とは、必ずしも一対一の関係を
保つわけではない。そこで、コンテンツ配信システム５４では、表示装置１のディスプレ
イＩＤと、利用者の個人データとを関連づけておく。これにより、個人データに基づき、
表示装置１に配信するコンテンツデータを決定すれば、利用者に適したコンテンツデータ
を送信できることになる。
【００９１】
　また、本発明のシステムは、利用者に対して過去に配信したコンテンツデータに基づき
、この配信済データに関連する新たなコンテンツデータを選択して配信する構成としても
よい。そこで、このような構成のコンテンツ配信システム５６について、図７を参照して
説明する。
【００９２】
　図７は、ディスプレイＩＤと配信済データとを関連づけて格納している許可ＩＤデータ
ベース３４を用いてコンテンツデータを選択的に配信するコンテンツ配信システム５６の
構成を示すブロック図である。この図に示すコンテンツ配信システム５６を構成するコン
テンツデータ配信装置１０は、許可ＩＤデータベース１２の代わりに、許可ＩＤデータベ
ース３４を備えている。さらに、コンテンツデータベース３０を備えている点では、図６
に示すコンテンツ配信システム５４と同様である。
【００９３】
　許可ＩＤデータベース３４は、コンテンツデータの配信を許可するディスプレイＩＤと
、登録されているディスプレイＩＤを有する表示装置１に対して過去に配信した配信済デ
ータ（アニメーション、映画、スポーツ番組等）とを関連づけて格納しているデータベー
スである。すなわち、許可ＩＤデータベース３４は、図７に示すように、ｎ個の許可ディ
スプレイＩＤ１～ディスプレイＩＤｎと、これらのディスプレイＩＤにそれぞれ関連づけ
られているｎ個の配信済データｅ１～ｅｎとを格納している。これらの配信済データは、
通信部１４が、表示装置１に配信すると同時に、ディスプレイＩＤと関連づけて許可ＩＤ
データベース３４に格納する。
【００９４】
　このような構成のコンテンツ配信システム５６では、利用者に過去に配信したコンテン
ツに関連する、利用者が求める可能性が高いコンテンツを表すコンテンツデータが、表示
装置１に配信される。そこで、コンテンツ配信システム５６における、配信済データに基
づいたコンテンツデータの選択的配信について、以下に説明する。
【００９５】
　コンテンツデータ配信装置１０が、表示装置１に対してディスプレイＩＤを要求するリ
クエスト信号を送信し、表示装置１から送信されてきたディスプレイＩＤを受信するとこ
ろまでは、図２に示すコンテンツ配信システム５０と、処理の流れが同一である。
【００９６】
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　このあと、コンテンツデータ配信装置１０の通信部１４は、受信したディスプレイＩＤ
を、ＩＤ判定部１６に出力する。ＩＤ判定部１６は、受け取ったディスプレイＩＤが、許
可ＩＤデータベース３４に登録（格納）されているか否かを判定する。ディスプレイＩＤ
が許可ＩＤデータベース３４に格納されていると判定した場合、ＩＤ判定部１６は、コン
テンツデータ配信許可信号を通信部１４に出力すると共に、許可ＩＤデータベース３４に
アクセスして、許可したディスプレイＩＤに関連づけられている配信済データを読み出し
、通信部１４に出力する。この時点で、表示装置１から送信されたディスプレイＩＤは認
証される。
【００９７】
　通信部１４は、受け取った配信済データに基づき、コンテンツデータベース３０から、
認証されたディスプレイＩＤを有する表示装置１に配信すべきコンテンツデータを選択し
て読み出す。例えば、認証されたディスプレイＩＤを有している表示装置１を所持する利
用者に対して、過去に、映画コンテンツを頻繁に配信していたことを、認証ディスプレイ
ＩＤに関連づけられている配信済データから判別した場合、コンテンツデータベース３０
から新作映画のパンフレットに関するコンテンツデータを読み出し、表示装置１に送信す
る。
【００９８】
　この場合、過去に頻繁に映画を見ていた利用者に対して、新作映画のパンフレットに関
するコンテンツデータを配信できる。すなわち、特に利用者が指定しなくても、利用者が
過去に閲覧したコンテンツデータに関する情報が配信され、表示装置１に表示される。し
たがって、コンテンツデータ配信装置１０を利用するコンテンツ配信業者は、利用者の好
みに応じたコンテンツデータを、選択的に配信できる。
【００９９】
　また、利用者が興味を持つ可能性が高いコンテンツが配信されるため、配信したコンテ
ンツを利用者が閲覧する可能性が高い。例えば、配信するコンテンツデータが広告情報で
ある場合、利用者のニーズにマッチした広告を配信することになるため、高いレスポンス
率を期待できる
　また、コンテンツ配信システム５６では、コンテンツ配信システム５４と異なり、利用
者の個人データを利用しない。したがって、個人データの漏洩の危険性が生じない。
【０１００】
　なお、本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種
々の変更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み
合わせて得られる実施形態についても、本発明の技術的範囲に含まれる。
【０１０１】
　例えば、表示部２は、液晶表示装置に限らず、プラズマディスプレイや有機ＥＬディス
プレイなど、様々な表示装置とすることができる。
【０１０２】
　また、ＩＤ格納部４には、外部と通信するためのインターフェースが備えられていても
よい。この場合、コンテンツデータ配信装置１０は、通信部８を介さず、ＩＤ格納部４の
インターフェースを通じて、直接、ディスプレイＩＤを読み出せばよい。
【０１０３】
　また、コンテンツ配信システム５０では、まず表示装置１にコンテンツデータを送信し
ておき、その後、ディスプレイＩＤに基づく表示装置１の認証が完了してから、コンテン
ツデータが表すコンテンツを表示部２に表示させてもよい。他のシステムでも同様である
。
【０１０４】
　また、本発明では、表示装置１が、コンテンツデータ配信装置１０からの認証を待つの
ではなく、己の認証を求める信号を、積極的にコンテンツデータ配信装置１０に対して発
する構成であってもよい。また、表示装置１は、コンテンツデータ配信装置１０からのデ
ィスプレイＩＤ要求信号を受けていない状態では、電源をオフにし、ディスプレイＩＤ要
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求信号を受けてから、自動的に電源をオンにする構成であってもよい。
【０１０５】
　また、コンテンツデータ配信装置１０と表示装置１との間の通信は、任意の無線または
有線によるものであればよい。例えば、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ、電力線搬送、ケーブ
ルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ回線等の有線手段、ＩｒＤＡやリモコンのような赤外線、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、８０２．１１無線、ＨＤＲ、携帯電話網、衛星回線、地上波デジタ
ル網等の無線手段によって、コンテンツデータ配信装置１０と表示装置１との間における
通信を行えばよい。
【産業上の利用可能性】
【０１０６】
　本発明は、液晶表示装置、プラズマディスプレイ、または有機ＥＬディスプレイなどの
様々な表示装置として利用可能である。また、これらの表示装置を認証し、選択的にコン
テンツデータを配信するコンテンツ配信装置としても利用可能である。さらに、これらの
表示装置およびコンテンツ配信装置からなるコンテンツ配信システムとしても利用可能で
ある。
【図面の簡単な説明】
【０１０７】
【図１】本発明の一実施形態に係る表示装置１の構成を示すブロック図である。
【図２】表示装置１およびコンテンツデータ配信装置１０からなるコンテンツ配信システ
ム５０の構成を示すブロック図である。
【図３】ＩＤ格納部４が表示制御部６と一体化されている表示装置１の構成を示すブロッ
ク図である。
【図４】ＩＤ格納部４が表示部２に形成されている表示装置１の構成を示すブロック図で
ある。
【図５】複数のコンテンツデータ配信装置１０がＩＤ認証サーバ２０を用いてディスプレ
イＩＤの認証を行うコンテンツ配信システム５２の構成を示すブロック図である。
【図６】ディスプレイＩＤと個人データとを関連づけて格納している許可ＩＤデータベー
ス３２を用いてコンテンツデータを選択的に配信するコンテンツ配信システム５４の構成
を示すブロック図である。
【図７】ディスプレイＩＤと配信済データとを関連づけて格納している許可ＩＤデータベ
ース３４を用いてコンテンツデータを選択的に配信するコンテンツ配信システム５６の構
成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【０１０８】
　　１　　　表示装置
　　２　　　表示部（表示パネル）
　　４　　　ＩＤ格納部（表示装置識別データ格納部）
　　６　　　表示制御部
　　８　　　通信部（コンテンツデータ配信手段）
　　９　　　無線アンテナ
　　１０　　コンテンツデータ配信装置
　　１２　　許可ＩＤデータベース
　　１４　　通信部（コンテンツデータ配信手段、表示装置識別データ読出手段）
　　１６　　ＩＤ判定部（コンテンツデータ配信判定手段、配信装置識別データ読出手段
）
　　１８　　ＩＤ格納部（配信装置識別データ格納部）
　　１９　　無線アンテナ
　　２０　　ＩＤ認証サーバ
　　２２　　許可ＩＤデータベース
　　２４　　通信部
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　　２６　　ＩＤ判定部（コンテンツデータ配信判定手段）
　　２９　　無線アンテナ
　　３０　　コンテンツデータベース
　　３２　　許可ＩＤデータベース（個人データ格納部）
　　３４　　許可ＩＤデータベース（配信済データ格納部）
　　５０　　コンテンツデータ配信システム
　　５２　　コンテンツデータ配信システム
　　５４　　コンテンツデータ配信システム
　　５６　　コンテンツデータ配信システム

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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